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 （総合審査結果の要旨）  
 
 本研究は、モーツァルトのクラヴィーア協奏曲における、オペラの登場人物間のやり取りにも匹敵する「対話」の側面に
注目し、モーツァルトの時代の作曲理論や演奏習慣をも考慮しつつ、現代において魅力的な演奏実践につなげようとするも
のである。 
 この問題はこれまですでに先行研究において、主として楽曲分析や、当時の理論書等の研究からされているものである。
論文においては、それらを参考にしつつ「作曲」上の問題としての「対話」の要素を整理した後に、当時の演奏習慣の中か
らこの「対話」と関わる問題を検討しつつ（オーケストラ先導者の問題、協奏曲におけるソロ奏者とトゥッティ奏者の関係
性、演奏時の問題など）、とくにウィーン時代のクラヴィーア協奏曲3曲（K.449～451）を取り上げ、博士リサイタルと学
位審査での演奏実践について（博士リサイタルについては事後的、学位審査については予備的）考察を行った。 
 アンサンブル音楽における「対話」の問題はいわば普遍的なものであり、モーツァルトのクラヴィーア協奏曲ならでは
の「対話」の問題を掘り下げるためには、もう少し概念の整理や、他作品との比較などが必要だったこと、また、様々な先
行研究の知見を整理しようとするあまり新規性のある論述がそれほど多くないことは弱点として指摘できよう。しかし、多
岐にわたる先行研究をよく理解し、それを演奏者の視点で現代における演奏実績に結びつけるべくまとめ、そしてそれを踏
まえつつ演奏にあたってのさまざまな問題やアイデアを言語化したことは、今後の同種の演奏実践研究においてのよい出発
点となりうるものである。 
 また、学位審査会においては、K.449とK.451の2曲が18世紀ウィーンモデルのフォルテピアノと古楽オーケストラによっ
て演奏されたが、本研究における様々な試行錯誤が申請者に奏者としての大きな成長を促したことを感じさせるものであっ
た。結局のところ、モーツァルトのスコアから何を聴きとるのか、それをより生き生きとしたアンサンブルとして奏でるに
はどうしたらいいか、という問題意識に帰着するわけだが、楽器配置や先導者やタイミング問題など、さまざまな方法を試
した結果が単なる「実験としての」演奏ではなく、魅力的なものとなり、これまで聞こえて来なかった美しい細部がいくつ
も聞かれたことは本研究の大きな成果である。もっといろいろな性格の「対話」が聞きたかった、という面はあるが、ぜひ
これから演奏経験を重ねる中でやりとりの「種類」を増やしていってくれることを期待したい。以上を総合し、博士の学位
にふさわしいと判断する。 
 
 
 
